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筋シンチグラフィによる催患冠動脈の推定（臨床的検
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　SPiぺ　を使用した心筋断層像による催患冠動脈の推

定の精度と限界について、心筋p工arlar像と比較して検

討した。対象は運動負荷心筋シンチグラフィと冠動脈造

影を施行した54例である。結果は、左前下行枝（LAD）の

病変の検出は心筋SPECT、　p⊥anar像ともに良好で有

意差はなかったが、対角枝の病変は後者では検出が困難

で明らかに前者がNれていた。右冠動脈（RCA）の病変

の検出は、LADには劣るが心筋SPECT、　P⊥anar像の

診断に有意差はなかった。ただLADとRCAの病変の合併

の有無に関してはSPECT診断が優れていた。左回旋枝

（1，CX）の病変の検出は心筋SPECT像が有利であった。

しかしLCXとRCAの病変の鑑別は、SPECT像によって

も非常に困難であった。LCXと対角枝の鑑別は心筋SPE

已丁像が明らかに優れていた。心筋SPECT像は心筋全体

を隈なく観察できるためその推定に有用であった。すな

わち隣按する領域1・AD－RCAの鑑別お・よびLAD（対角

枝）－LCXの鑑別点を明確にできた。一方、　RCA－LCX

の鑑別はSPE→：C「rをもってしても限界があった。
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　心筋梗塞急性期の冠再疎通が，慢性期に残存心筋を

保護するかを，心筋ECTを用いて検討した。

　急性期に冠再疎通が試みられた41例を対象として，

慢性期に多段階半臥位エルゴメータを用いて亜最大負

荷をおこない，initial像および3～4時間後のdelayed

像を得た。左室長軸矢状断層像を参考として，心尖部

から心基部までをほぼ3等分する2っの左室短軸断層

像を得た。同断面上で梗塞領域の健常領域に対する％

Tl　uptakeを算出した。

　自然再疎通群（SR：n＝6），PTCR群（n＝10），　PTCR

に引き続きPTCAを行なった群（PTCR／A．n＝12）およ

び閉塞群（OC，n＝13）でのinitial　uptakeは，それぞ

れ，87±6，66±13，68±16，56±7％であり，SR群は

他3群より有意に高値，OC群は他群より有意に低値

であった。PTCR群とPTCR／A群の間に差はなかっ

た。initialからdelayed像へのfilling－inは，SR

群とPTCR群で認められたか，　PTCR／A群とOC群
では明らかではなかった。

　以上から，PTCR／Aは心筋虚血を残さないが，心

筋保持効果ではPTCRを凌駕しないと考えられた。
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　本研究の目的は陳旧性心筋梗塞症（OM　I）における再分

布現象を局所冠血流量予備能と対比検討することであ
る。OMI患者8名tCdipyridamole負荷T9－201　SPE（rrを

行ない、心筋を9分節‘こ分け、ROI法によりrelative％

を求めた。3時間後像でのrelative％の改善が正常例の

2SD以上の領域を再分布（RD）陽性領域とし、　LAD領

域とそれ以外の領域につきRDの有無を判定した。

Webste「（latheterを大心静脈（GCV）に挿入し、安静時

とdi　pyr　i・damole負荷時のGCV、冠静脈洞（CS）の血流量

と両域の乳酸摂取率を測定し、GCVとCS－GCVの血流
量の増加率が2．O倍以下の場合、乳酸産生に傾く場合を異

常とした。SPEcrでのRD陽性の7領域中5領域で血流量増加

異常を認め、両者はよく一致した。一方、乳酸産生は7領域中

2領域に認められたにすぎ凱両者は必ずしも一致しなかっ

た。OM　I患者のdipyridamole負荷Te201　SPECT像でのRD

は領域全体の乳酸産生に至らない軽度な冠血流量予備能低

下でも認められ、本法が㎝1のTe　201再分布現象のメPtズ

ムを明らかにする上で有用であることが示唆された。
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　201TI2回投与法を用い，　Dipyridamole投与前後の

TI　uptake　ratioより，肥大型心筋症（HCM）の冠予

備能を検討した。対象はHCM患者tlO名（運動負荷シン

チで再分布を示した6名と．再分布を示さなかった4

名）と，Control群4名である。心筋シンチはLAO

46度を含む2方向において，TI投与後10分後より5分

間ずつimageを撮影した。TI　uptake　ratioは・前壁中

隔，側壁等の領域で求め，運動負荷シンチの所見と対

比検討した。HCMの全領域の平均TI　uptake　ratio

（2．40士0．25）は，Control群（3．93士0．84）1こ比し低値

（P〈0．001）であり，さらに運動負荷シンチで再分布

を示した例（2．33±0．19）は，再分布を示さなかった例

（2．54士O．25）に比し有意に低値（P＜0．Ol）であった。

しかし再分布例において，再分布領域での有意な低値

はみられなかった。HCMの冠予備能は低下しており・

運動負荷心筋シンチで再分布を示す例は，冠予備能の

低下が強かった。再分布所見は冠予備能の低下に加え，

他の局所的因子が関与していると思われた。
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